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はじめに{スタイル「見出し1」}
{スタイル「本文」}本研究は・・・。そのため，・・・。そこで本研究では，・・・について調査を行い，すでに報告されている・・・との因果関係について考察を行った。
方法{スタイル「見出し1」}
{スタイル「本文」}高山・山峰（1949）の方法を一部改変し，登山における呼吸の・・・して用いた。酸素の計測には・・・を用いた。
協力者{スタイル「見出し2」}
{スタイル「本文」}協力者は，・・・の10名であった。
検定{スタイル「見出し3」}
{スタイル「本文」}協力者の時間経過に伴う酸素計測値に・・・検定を行い両者の相関を調べた。
結果{スタイル「見出し1」}
{スタイル「本文」}図１は，本調査において登山者の・・・を１時間ごとに計測した結果である。
一部の外れ値が確認できるが（図１の左上部３点），これらを除くと時間経過と学習効果との間に有意な正の相関が見られた（r=0.86, p<0.01）。
{中央揃え}









図{半角スペース}１{全角スペース}時間経過と学習効果の相関{スタイル「図表番号」}



表{半角スペース}１{全角スペース}登山者ごとの学習効果の比較{スタイル「図表番号」}
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※図表「番号」は「全角」で統一してください
※「番号」の前は「半角」，後は全角スペース」で{スタイル「図表番号」}を適用してください
図 １　時間経過と学習効果の相関
表 １　登山者ごとの学習効果の比較

考察・まとめ{スタイル「見出し1」}
{スタイル「本文」}Mountain et al.（1984）が主張している２時間にわたる山登りの・・・に対し，30分間でも十分な・・・があることが本調査にて示された。
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